
平成１６年６月１０日　　（４）

■�日�

■�場�

■�内�

■�持�

■�定�

■�申�

■�問�

■�費�

■�対�

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会

■日
 

７
月　

日
�
、
受
付
＝
午
後
６
時
〜
・

１５

講
習
＝
午
後
６
時　

分
〜
８
時
／
■場
 

文
化

３０

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
／
■対
 

市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
方
／
■内
 

講
師
＝
西
川

佳
克
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
体

操
指
導
者
）
／
■定
 

１
０
０
人
／
■費
 

無
料
／

■持
 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
・
タ
オ
ル
／
■問
 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
�
９
９
６
＝
５
１
２
６

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
会
員
募
集

■日
 

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
し
づ
か
＝
毎
週
土
曜
日
、

　

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分
（
幼
児
・

１５

３０

小
学
生
）・
午
後
２
時　

分
〜
４
時　

分

４５

２０

（
中
学
生
）・
午
後
３
時　

分
〜
５
時
（
大

２０

人
）、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
スz

e
ro
's

＝
毎
週
水

曜
日
、
午
後
５
時　

分
〜
６
時　

分
（
小

３０

３０

学
生
）
／
■場
 

や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
／

■費
 

入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
３
３
０

０
円
／
■問
 

し
づ
か
・
佐
藤
�
９
９
５
＝
８

３
４
１
、z

e
ro
's

・
澤
谷
�
９
９
６
＝
７

８
６
２

ソ
ー
イ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

　

流
行
の
ニ
ッ
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
を
使
っ
て

簡
単
に
洋
服
が
作
れ
ま
す
。

■日
 

第
１
・
第
３
火
曜
日
（
２
回
）、
午
後
１

〜
４
時　

分
／
■場
 

自
宅
（
南
川
崎
２
０
４

３０

―
１
）　

／
■定
 

５
人
（
先
着
順
）　

／
■費
 

月

会
費
２
５
０
０
円
（
材
料
費
別
）
／
■問
 

渡

部
�
９
９
６
＝
７
２
４
６

幼
児
サ
ー
ク
ル
「
ぴ
ょ
ん
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ

・
ぷ
ち
」
会
員
募
集

　

楽
し
い
工
作
あ
そ
び
と
運
動
遊
び

■日
 

毎
週
金
曜
日
、
午
前　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１１

　

分
／
■場
 

八
條
公
民
館
和
室
ほ
か
／
■対
 

平

３０成　

年
４
月
以
降
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と

１４
保
護
者
／
■費
 

入
会
金
５
０
０
円
、
保
険
料

５
０
０
円
、
月
会
費
２
０
０
０
円
※
体
験

は
１
回
５
０
０
円
／
■問
 

住
吉
�
０
９
０
＝

４
２
２
８
＝
８
４
２
４

　
　Ｆ

ｕ
ｎ　

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ

Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ

　

親
子
で
一
緒
に
遊
ぶ
英
語
の
サ
ー
ク
ル

■日
 

毎
週
火
曜
ま
た
は
水
曜
日
、
午
前　

時
１１

〜
／
■場
 

八
幡
公
民
館
ほ
か
／
■対
 

満
１
歳
６

カ
月
以
上
の
子
供
と
そ
の
母
親
／
■内
 

英
語

の
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
／
■費
 

入
会
金
１
０
０

０
円
、
月
会
費
３
２
０
０
円
／
■問
 

河
治
�

９
９
６
＝
０
０
９
４
（
夕
方
）　

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

〜
「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
り
」
編
〜

■日
 

６
月　

日
�
、
午
後
１
時
〜
／
■場
 

八
幡

１３

公
民
館
調
理
室
／
■対
 

親
子　

組
／
■内
 

ケ
ー

１０

キ
作
り
／
■費
 

参
加
費
５
０
０
円
／
■問
 

西
村

�
９
９
８
＝
７
６
０
７

第
２
回
「
峰
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ッ
ト

■日
 

６
月　

日
�
、
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１５

１０

／
■場
 

峰
パ
ー
ト
Ⅱ（
中
央
１
―　

―　

）　

１３

１８

／
■内
 

カ
ッ
ト
１
０
０
０
円
※
売
上
げ
は
社

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
／
■問
 

三
上
�
０
１

２
０
＝
１
０
７
＝
３
８
２

八
潮
市
民
囲
碁
大
会

■日
 

７
月
４
日
�
、
午
前　

時
〜
／
■場
 

ゆ
ま

１０

に
て
会
議
室
／
■内
 

Ａ
組
（
上
位
）
と
Ｂ
組

（
下
位
）
ク
ラ
ス
別
、
段
・
級
に
よ
る
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
対
局
※
会
員
以
外
の
方

で
も
参
加
で
き
ま
す
／
■費
 

会
費
１
５
０
０

円
（
賞
品
・
弁
当
・
飲
み
物
）　

／
■問
 

野
口

�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
９
９
＝
４
８
５
１

体
験
講
座
・
詩
吟
神
風
流
神
和
会

■日
 

①
６
月　

日
�
・　

日
�
、
午
後
２
時

１６

２３

〜
４
時
②
６
月　

日
�
・　

日
�
、
午
後

１８

２５

７
時　

分
〜
９
時　

分
／
■場
 

楽
習
館
／
■内
 

３０

３０

野
口
神
和
さ
ん
（
総
元
代
範
）
／
■費
 

無
料

／
■問
 

下
谷
�
９
９
６
＝
５
０
５
２
・
島
�

９
９
７
＝
２
１
４
１

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
１
１
０
番

■日
 

７
月　

日
�
・　

日
�
、
午
前　

時
〜

１０

１１

１０

午
後
４
時
／
■内
 

司
法
書
士
に
よ
る
電
話
の

相
談　

相
談
電
話
番
号
０
４
８
＝
８
３
８

＝
７
４
０
３
／
■費
 

無
料

「
広
池
ヨ
ー
ガ
」
会
員
募
集

　

誰
に
で
も
で
き
る
、
や
さ
し
い
ポ
ー
ズ

で
心
身
と
も
に
健
康
に
な
り
ま
す

■日
 

第
１
・
第
３
水
曜
日
、
午
後
７
時　

分
１５

〜
９
時
／
■場
 

八
幡
公
民
館
ほ
か
／
■費
 

入
会

金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
１
０
０
０
円
／

■問
 

藤
原
�
９
９
５
＝
８
８
５
４
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

９
９
７
＝
６
２
５
０

��①
手
打
そ
ば
作
り

■日
 

６
月　

日
�
、
午
前　

時　

分
〜
午
後

２４

１０

３０

２
時　

分
３０

■対
 
　

歳
以
上
の
方

１６
■内
 

手
打
そ
ば
を
作
り
味
わ
う

■費
 

７
０
０
円

■定
 
　

人（
申
込
順
）

１５
■申
 

６
月　

日
か
ら
参
加
費
を
添
え
て
、窓
口
へ

１２

②
草
木
染
め
講
座

■日
 

７
月　

日
�
、
午
後
１
時　

分
〜
３
時

１０

３０

　

分
３０■対
 

小
学
生
以
上

■内
 

野
草
を
使
い
布
に
染
め
る

■定
 
　

人（
申
込
順
）

２０
■費
 

無
料

■申
 

６
月　

日
か
ら
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

１５

資
料
館
（
�
９
９
７
＝
６
６
６
６
）
へ

�■日
 

７
月
６
日
�
・　

日
�
（
全
２
回
）、
午

２０

後
２
時
〜
４
時

■場
 

八
幡
公
民
館
研
修
室

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

■内
 

生
活
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
生
か
せ
る
カ

ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
方
法
を
色
彩
学

の
基
礎
で
優
し
く
学
ぶ
※
講
師
＝
岩
井
ま

す
み
さ
ん（
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

３０
■費
 

８
０
０
円
※
７
月
４
日
ま
で
に
納
入

■申
 

窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館

（
�
９
９
５
＝
６
２
１
６
）
へ

   資
料
館
体
験
講
座

趣
味
講
座
「
楽
し
く
学
べ
る

色
彩
学
の
基
礎
の
基
礎
」

�■日
 

７
月
３
日
�
・　

日
�
（
全
２
回
）、　

１０

　

午
後
１
時
〜
４
時

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

■対
 
　

歳
以
上
の
女
性
の
方

１６
■内
 

①
自
己
実
現
し
た
先
輩
の
ビ
デ
オ
紹
介

と
色
彩
に
よ
る
簡
単
な
自
己
分
析
②
色
彩

分
析
か
ら「
５
年
後
の
私
」を
思
い
描
く

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

３０
■費
 

無
料

■申
 

電
話
で
、
男
女
共
同
参
画
課
（
�
◯内
 

８

１
１
）
へ

�
　

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
展
示
と
入
札
に
よ
る

販
売
を
行
い
ま
す

■日
 

６
月　

日
�
〜　

日
�
、
午
前
９
時
〜

１４

２３

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■場
 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

■対
 

市
内
在
住
の
個
人
で
自
己
搬
出
可
能
な

方■内
 

入
札
に
よ
る
家
具
お
よ
び
自
転
車
の
リ

サ
イ
ク
ル
品
販
売
（
入
札
は
１
人
１
点
）

落
札
発
表
＝
６
月　

日
�
、
午
後
１
時

２５

※
落
札
し
た
方
に
は
、電
話
連
絡
し
ま
す
。

■問
 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
�
９
９
７
＝
６
６

９
６

�
　

子
供
の
心
に
感
動
を
与
え
る
名
作
映
画

を
上
映
し
ま
す
。
親
子
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■日
 

７
月
３
日
�
、
午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

■内
 

「
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
２
」
上
映

■定
 

５
０
０
人
（
先
着
順
）

色
で
見
つ
け
る
一
歩
先
の
私

「
自
分
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
座
」

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
販
売

親
子
映
画
名
作
劇
場

■費
 

無
料

■問
 

青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
事
務
局

（
社
会
福
祉
課
内
）
�
◯内
 

３
１
６　

�①
名
作
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　

「
ア
ル
プ
ス
の
少
女　

ハ
イ
ジ
」

■日
 

９
月　

日
�
、
①
午
後
２
時
〜
②
午
後

１１

５
時
〜

■内
 

自
然
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
心
や
さ
し
い

ア
ル
プ
ス
の
少
女
の
物
語
※
出
演
＝
三
原

じ
ゅ
ん
子
、
山
口
リ
エ
ラ
ほ
か

■費
 

大
人
１
５
０
０
円
、
小
人
１
０
０
０
円

■申
 

入
場
券
発
売
＝
６
月　

日
�
、
午
前
９

２０

時
〜
※
入
場
券
発
売
所
＝
八
潮
メ
セ
ナ
、

東
武
よ
み
う
り
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
�

９
８
７
＝
０
５
５
３
※
日
・
祝
日
休
業
）、

イ
ベ
ン
ト
総
合
企
画
マ
ミ
ー
（
�
９
９
５

＝
３
２
４
８
※
年
中
無
休
）

②
コ
ム
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
企
画　

八
潮
・
足
立
シ

ル
バ
ー
交
流
コ
ン
サ
ー
ト

■日
 

６
月　

日
�
、
午
後
２
時
〜

２７

■内
 

八
潮
市
と
足
立
区
の
シ
ル
バ
ー
世
代
の

元
気
な
音
楽
家
の
コ
ン
サ
ー
ト
※
出
演
＝

や
し
お
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

や
し
お
オ
カ
リ
ナ
の
会
、
蚤
の
会
ム
コ
ウ

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ス
、フ
ラ
ダ
ン
ス　

ロ
ケ
ラ

ニ
の
会
、
足
立
シ
ル
バ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

■費
 

無
料

八
潮
メ
セ
ナ
自
主
文
化
事
業

③
特
選
映
画
会
「
名
探
偵
コ
ナ
ン　

〜
銀

翼
の 
奇
術
師 
〜
」

マ
ジ
シ
ャ
ン

■日
 

６
月　

日
�
、
①
午
前　

時　

分
〜
②

１２

１０

２０

午
後
１
時
〜
③
午
後
３
時　

分
〜

３０

■費
 

大
人
１
３
０
０
円
、高
校
生
・
大
学
生
・

シ
ニ
ア（　

歳
以
上
）１
０
０
０
円
、３
歳
〜

６０

中
学
生
９
０
０
円
※
友
の
会
各
１
０
０
円
引

■申
 

当
日
券
の
み

―
①
②
③
共
通
―

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

■問
 

八
潮
メ
セ
ナ
�
９
９
８
＝
２
５
０
０

�①
第　

回
八
潮
市
民
謡
民
舞
大
会

２６

■日
 

６
月　

日
�
、
午
前　

時
〜
午
後
８
時

１３

１０

②
第　

回
八
潮
市
舞
踊
大
会　

１８

■日
 

６
月　

日
�
、
午
前　

時
〜
午
後
５
時

２０

１０

―
①
②
共
通
―

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

文
化
協
会
自
主
事
業

■内
 

成
果
発
表

■費
 

無
料

■問
 

文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

�
９
９
５
＝
６
２
１
６

�■日
 

７
月
４
日
�
、
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
（
受
付
＝
午
後
１
時
〜
）

３０■場
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

「
社
会
適
応
訓
練
室
」

■対
 

地
域
に
暮
ら
す
外
国
籍
の
方
お
よ
び
身

近
な
国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
方

■内
 

お
茶
と
お
菓
子
で
楽
し
く
フ
リ
ー
ト
ー

ク
！
歌
や
ゲ
ー
ム
あ
り
の
楽
し
い
交
流
を

行
い
ま
す

■費
 

３
０
０
円

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
�
９
９
５
＝
３
６
３
６

国
際
交
流
や
し
お
コ
ン
ニ
チ
ハ

さ
ろ
ん
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

草加市を合併対象市町村とする 
合併協議会設置請求書が提出される

　草加市との合併を考え、合併協議会設置の請求を求
める市民（請求代表者：林雄一氏）の署名収集活動が
行われ、市選挙管理委員会で協議会設置請求に必要な
有権者数の５０分の１以上の署名数（１,１８９人）を超える
２,３２６人の有効署名が確認されました。
　これを受け、４月２８日請求代表者から、市町村合併
の特例に関する法律第４条第１項の規定による合併協
議会設置の請求書が市に提出されました。
　市では、請求書を受理した後、５月１１日草加市長に
対し合併協議会設置協議について議会に付議するかど
うか意見を求め、またその旨を埼玉県知事に報告しま
した。
■問 生涯学習まちづくり推進課�◯内 ４９７

◆第８回八潮市中学生音楽フェスティバル／■日 ６月１９日�、午後１時３０分開演／■場 八潮メセナホール／■費 無料／■問 八潮シティロータリークラブ・田中
�９９７－１１４８

おしらせHOTコーナー　催し
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永
き
に
わ
た
り
、
市
内
公
園
の
清
掃
、

草
刈
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お

い
て
、
地
域
生
活
環
境
の
改
善
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
衛
生
委
員
、
交
通
指
導
員

と
し
て
、
環
境
衛
生
活
動
、
交
通
安
全
指

導
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�①
革
工
芸
教
室

■日
 

７
月
５
日
〜
８
月
９
日（
毎
週
月
曜
日
・

全
５
回
※
７
月　

日
除
く
）、午
後
１
時　

１９

３０

分
〜
３
時　

分
３０

■定
 
　

人
（
支
援
費
受
給
者
を
優
先
し
、
そ

１０
の
他
は
申
込
順
）
※
参
加
者
が
５
人
未
満

の
場
合
は
中
止

■費
 

１
回
１
０
０
円
※
支
援
費
受
給
者
は
市

が
決
定
し
た
金
額
、材
料
費
は
自
己
負
担（
欠

席
し
た
場
合
の
材
料
費
は
返
金
し
ま
せ
ん
）

※
初
回
日
に
徴
収

②
書
道
教
室

■日
 

７
月
６
日
〜
８
月　

日（
毎
週
火
曜
日
・

２４

全
８
回
）、
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

■定
 
　

人
（
支
援
費
受
給
者
を
優
先
し
、
そ

１５
の
他
は
申
込
順
）
※
参
加
者
が
５
人
未
満

の
場
合
は
中
止

■費
 

１
回
１
０
０
円
※
支
援
費
受
給
者
に
つ

い
て
は
市
が
決
定
し
た
金
額
（
そ
の
他
材

料
費
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■持
 

半
紙
、
墨
、
書
道
道
具
一
式

―
①
②
共
通
―

■場
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

「
日
常
生
活
訓
練
室
（
リ
ハ
ビ
リ
室
）」

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
で
、
身
体
に
障
害
の

あ
る
方

■申
 

６
月　

日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

２５

社
会
福
祉
協
議
会
・
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
�
９
９
５
＝
３
６
３
６
）
へ

�①
７
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級

■日
 

７
月
７
日
�
・　

日
�
・　

日
�
、
午

１４

２１

後
１
時
〜
４
時

■対
 

妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
妊
婦
（
ご
夫
婦
で

の
参
加
大
歓
迎
）

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

■費
 

無
料

②
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
料
理
教
室

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
方
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

■日
 

７
月
２
日
�
、
午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

０
時　

分
３０

■対
 

市
内
在
住
の
方

身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業

保
健
セ
ン
タ
ー
事
業

■定
 
　

人
２５

■内
 

高
脂
血
症
予
防
の
お
話
と
調
理
実
習

■費
 

４
０
０
円
（
材
料
費
）

―
①
②
共
通
―

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■申
 

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
９
９
５
＝

３
３
８
１
）
へ

��
　

今
年
に
な
っ
て
一
部
の
地
域
に
お
い
て

患
者
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
年
齢
も

学
童
期
や　

歳
以
上
の
方
が
か
か
っ
て
い

２０

ま
す
。

　

風
し
ん
の
合
併
症
と
し
て
、
関
節
痛
、

血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
、
脳
炎
な
ど
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
初
期
の
女
性
が

風
し
ん
に
か
か
り
ま
す
と
、
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
と
呼
ば
れ
る
病
気
を
も
っ
た
子

ど
も
（
心
臓
病
、
白
内
障
、
聴
力
障
害
な

ど
）
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
こ

と
か
ら
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、
妊
娠
前
に
予
防
接
種
を
受

け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
９
９
５
＝
３
３
８
１

�
　

大
瀬
の
氷
川
神
社
祭
礼
の
た
め
、
公
共

施
設
循
環
バ
ス
「
ほ
っ
と
、
ド
リ
ー
ム
号
」

の
南
回
り
の
ル
ー
ト
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

「
消
防
署
大
瀬
出
張
所
前
」「
中
川
小
学

校
」
の
２
カ
所
の
停
留
所
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、「
潮
止
橋
」「
潮
止
橋
北
」
の

停
留
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■日
 

７
月
１
日
�
・
２
日
�

■問
 

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
�
◯内
 

３

２
８

�〜
育
児
で
悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
へ
〜

■日
 

６
月　

日
�
・　

日
�
、
午
後
１
時
〜

１０

２４

４
時

■場
 

だ
い
ば
ら
児
童
館
「
わ
ん
ぱ
る
」

風
し
ん
予
防
接
種
の
す
す
め

「
ほ
っ
と
、
ド
リ
ー
ム
号
」

ル
ー
ト
臨
時
変
更

子
育
て
相
談

■内
 

埼
玉
県
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
小
國
睦

子
さ
ん
に
よ
る
育
児
に
つ
い
て
の
相
談

■定
 

６
人
（
申
込
順
）

■費
 

無
料

■申
 

事
前
に
電
話
で
、
だ
い
ば
ら
児
童
館

（
�
９
９
９
＝
０
３
２
１
）
へ

�―
７
月
１
日
〜　

日
―

３１

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

■問
 

草
加
（
八
潮
）
地
区
保
護
司
会
・
さ
い

た
ま
保
護
観
察
所
更
生
保
護
振
興
課
�
０

４
８
＝
８
６
１
＝
８
２
８
７

�
　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
工
事
に
と
も

な
い
、
７
月
８
日
�
か
ら
架
線
に
電
気
を

送
り
ま
す
。
こ
の
架
線
に
触
れ
た
り
、
近

づ
い
た
り
す
る
と
大
変
に
危
険
で
す
の
で
、

物
の
投
げ
込
み
や
線
路
の
近
く
で
「
タ
コ

あ
げ
」
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

■問
 

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設

整
備
支
援
機
構
東
葛
飾
鉄
道
電
気
建
設
所

�　

＝
７
１
５
７
＝
７
６
１
１

０４
�

　

消
防
団
が
日
ご
ろ
行
っ
て
い
る
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
す
。

■日
 

７
月
４
日
�
、
午
前
８
時
〜
正
午
（
雨

天
の
場
合
は
中
止
）

■場
 

大
原
小
学
校
校
庭

■問
 

消
防
本
部
総
務
課
�
◯内
 

３
５
１

�■日
 

８
月　

日
�
・　

日
�
、
午
前
９
時　

２４

２５

３０

分
〜
午
後
５
時
（
２
日
間
）

■場
 

吉
川
市
中
央
公
民
館
（
吉
川
市
保
５
７

７
�
９
８
１
＝
１
２
３
１
）

■対
 

防
火
管
理
者
の
届
け
出
が
必
要
な
事
業

所
の
管
理
権
原
者

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
間

感
電
事
故
防
止
に
つ
い
て

八
潮
市
消
防
団
夏
季
訓
練

（
甲
種
）防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

５０
■費
 

３
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
・
資
料
代
）

■申
 

７
月
１
日
か
ら　

日
（
土
・
日
・
祝
日

３０

を
除
く
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）
ま
で

に
申
込
書
、
受
講
料
、
写
真
１
枚
（
縦
４

セ
ン
チ
×
横
３
セ
ン
チ
、
無
帽
、
無
背
景

で
正
面
か
ら
６
カ
月
以
内
の
撮
影
）
を
消

防
本
部
予
防
課
（
�
◯内
 

４
８
２
）
へ

�■日
 

７
月　

日
�
、
午
後
１
時　

分
〜

１０

１０

■場
 

朝
霞
市
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
（
朝
霞
市

本
町
１
―　

―
１
）

２６

■内
 

講
演
「
標
準
管
理
規
約
改
正
を
機
会
に

管
理
組
合
の
運
営
を
再
点
検
す
る
」
※
講

師
＝
村
井
忠
夫
さ
ん
（
�
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
）
ほ
か

■定
 

３
０
０
人
（
申
込
順
）

■費
 

無
料

■申
 

６
月　

日
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ハ
ガ
キ

３０

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

基
礎
セ
ミ
ナ
ー

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

県
住
宅
課
（
〒
３
３
０
―
９
３
０
１
所
在

地
記
入
不
要
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
＝
８
３
０

＝
４
８
８
８
、
�
０
４
８
＝
８
３
０
＝
５

５
６
２
）
へ

�●
市
民
温
水
プ
ー
ル
（
�
９
３
６
＝
６
８

２
４
）

■日
 

６
月　

日
�
、
７
月
２
日
�
（
午
前
９

２４

時
〜
午
後
５
時
）
※
両
日
と
も
午
後
６
時

〜
９
時
は
、
平
常
ど
お
り
一
般
開
放

●
寿
楽
荘
（
�
９
９
５
＝
２
８
４
７
）・

す
え
ひ
ろ
荘
（
�
９
３
６
＝
９
１
８
１
）

■日
 

７
月
３
日
�

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
�
９
３
６

＝
０
５
０
７
）

■日
 

７
月
３
日
�
・
４
日
�

●
や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
�
９
９
４
＝
１

０
０
０
）

■日
 
　

月　

日
�
〜　

日
�

１０

２３

２８

臨
時
休
館

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権
そそそそそそそそそそ
れれれれれれれれれれ
はははははははははは
愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛

人
権
そ
れ
は
愛

「
結　
婚
」

〜
お
ば
さ
ん
が
、
遊
び
に
来
て
の
会
話
か

ら
〜

お
ば
「
○
○
ち
ゃ
ん
（
息
子
）
オ
メ
カ
シ

し
て
出
か
け
た
け
ど
デ
ー
ト
？
」

母
親
「
実
は
、
先
日
お
見
合
い
を
し
て
ね
、

今
日
は
デ
ー
ト
な
の
。」

お
ば　

「
お
相
手
の
方
は
、
ど
ん
な
人
な

の
。
家
族
は
・
・
・
？
」

母
親　

「
家
は
、
隣
町
の
公
民
館
の
近
く

で
、
幼
稚
園
の
先
生
を
し
て
い
る
の
。
お

父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
、
そ
れ
に
お
兄
さ
ん

の
四
人
家
族
で
、
お
父
さ
ん
は
○
○
会
社

の
部
長
さ
ん
で
、
お
兄
さ
ん
は
○
○
堂
勤

め
、
お
母
さ
ん
は
専
業
主
婦
な
の
。」

お
ば
「
お
相
手
が
、
幼
稚
園
の
先
生
な
ら

い
い
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
に
、
お
父
さ
ん
の

○
○
会
社
と
い
え
ば
一
流
企
業
じ
ゃ
な
い
。

安
心
だ
ね
。
や
っ
ぱ
り
結
婚
は
、
お
見
合

い
が
一
番
よ
。
相
手
の
家
族
の
こ
と
な
ど

分
か
る
か
ら
間
違
い
な
い
よ
ね
。」

娘　

「
お
ば
さ
ん
、
安
心
と
か
、
間
違
い

な
い
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
？

私
の
彼
の
家
は
、
父
親
だ
け
な
の
よ
。
そ

れ
に
、一
流
企
業
に
勤
め
て
い
な
い
け
ど
、

お
母
さ
ん
は
ど
う
な
の
？
」

母
親
「
・
・
・
そ
う
ね
え
・
・
・
」

娘
「
お
母
さ
ん
、
結
婚
は
、
家
柄
や
職
業

な
ど
で
決
め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

相
手
の
方
の
人
間
性
で
し
ょ
う
。」

母
親
「
・
・
・
・
・
」

　

こ
の
会
話
を
読
ん
で
、
皆
さ
ん
は
ど
う

感
じ
ま
し
た
か
。

　

結
婚
は
、
一
生
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
を

外
見
や
肩
書
き
、
職
業
等
で
人
を
判
断
し

て
し
ま
っ
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
「
偏
見
」
を
、
皆
さ
ん
は
、

お
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
の
何
気
な
い
会
話
で

も
差
別
性
を
含
ん
だ
表
現
も
あ
り
、
受
け

手
に
不
快
感
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。　

　

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た

め
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権
意
識
を
高
め
、

差
別
を
許
さ
な
い
心
を
持
つ
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成　

年
春
の
叙
勲
・
褒
章
で
、
市
内
在
住
の
２
人
の
方
が
受
章
の

１６

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

～お互いの個性がひかる共同参画～
６月２３日～２９日は男女共同参画週間です

○男女共同参画社会とは
　男女が共に尊重し合い、共に社
会のあらゆる分野に参画する機会
が確保されるとともに、均等に政
治・経済・文化などの利益を受け、
共に責任を持つ社会をいいます。
　本市では、平成１６年４月１日「八
潮市男女共同参画推進条例」を施
行し、男女が共に住み良いまちづ
くりを推進しています。

○市役所ロビーにてパネル展
示開催
　市内中学校から募集した「男女
共同参画に関する標語」を展示し
ています。
　優秀作品を選んでいただくため
に投票箱を設けています。皆さん
のお越しをお待ちしています。

■問 男女共同参画課�◯内 ８１１

おしらせHOTコーナー　催し・案内

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章　
 
池  
川 　

い
け 
が
わ

 
和 
夫
   

さ
ん
（
南
後
谷
）

か
ず 

お

緑
綬
褒
章

緑
綬
褒
章　
 
村  
松 　

む
ら 
ま
つ

 
止 
雄
   

さ
ん
（
二
丁
目
）

と
め 

お

※
写
真
と
功
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
本

人
の
希
望
に
よ
り
掲
載
を
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　男女共同参画社会は、「女だから」「男だから」とうい固定観念
にとらわれず、それぞれの個性を大切に様々なライフスタイルを
自分の意志で選択できる社会を目指します。
　皆さんも、この機会に「男女共同参画社会」について考えてみ
ましょう！
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平成１６年６月１０日　　（６）

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ゆ
ず
り
ま
す

�
　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
許
可
申

請
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
縦
覧
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
利
害
関
係
を
有
す
る
方
は
生

活
環
境
保
全
上
の
見
地
か
ら
、
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
者　

レ
ン
ゴ
ー
㈱

申
請
地　

西
袋
３
３
０
―
１
ほ
か
１
３
３

筆縦
覧
日
時　

６
月　

日
�
〜
７
月　

日

１５

１４

�
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
（
土
・

３０

日
曜
日
を
除
く
）

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類　

焼
却
施

設処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類　

汚
泥
、

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
紙
く
ず

縦
覧
場
所　

市
環
境
課
、
県
廃
棄
物
指
導

課
、県
東
部
環
境
管
理
事
務
所
越
谷
支
所
、

草
加
市
環
境
課
、
足
立
区
環
境
課

■問
 

市
環
境
課
�
◯内
 

２
３
５
、
県
廃
棄
物
指

導
課
審
査
担
当
�
０
４
８
＝
８
３
０
＝
３

１
３
３
、
県
東
部
環
境
管
理
事
務
所
越
谷

支
所
�
９
６
６
＝
２
３
１
１

��■日
 

７
月　

日
�
、
午
前
８
時　

分
資
料
館

３１

３０

へ
集
合
（
※
市
の
バ
ス
を
利
用
）

■場
 

鴻
巣
市
文
化
セ
ン
タ
ー

■対
 

市
内
在
住
の
方
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

■内
 

大
瀬
の
獅
子
舞
ほ
か
、
全
国
７
団
体
の

獅
子
舞
が
集
ま
り
ま
す
。

■持
 

昼
食

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

３０
■費
 

無
料

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置

許
可
申
請
書
等
の
縦
覧

   「
第
７
回
全
国
獅
子
舞
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
鴻
巣
」
観
覧
者

■申
 

６
月　

日
ま
で
に
電
話
で
、
資
料
館

３０

（
�
９
９
７
＝
６
６
６
６
）
へ

�
　

市
で
は
、
女
性
の
社
会
参
加
や
地
域
活

動
を
促
進
す
る
た
め
、
女
性
団
体
・
グ
ル

ー
プ
名
簿
『
私
の
中
の
１
ペ
ー
ジ
』
を
毎

年
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
へ
新
た
に
掲
載
を
希
望
す
る

団
体
を
募
集
し
ま
す
。（
※
平
成　

年
度
版

１５

に
掲
載
済
み
の
団
体
は
別
途
連
絡
）

■対
 

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

①
市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ
り
、
自
主
活

動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
②
会
員
の
半
数
が

女
性
、
ま
た
は
会
長
が
女
性
で
あ
る
こ
と

③
営
利
目
的
や
政
治
、
宗
教
の
組
織
に
属

し
て
い
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と

■申
 

６
月　

日
ま
で
に
電
話
で
、
男
女
共
同

３０

参
画
課
（
�
◯内
 

８
１
１
）
へ

�
　

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
調

査
・
審
議
を
し
て
い
た
だ
く
、
青
少
年
問

題
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
平
成　

年
７
月　

日
〜
平
成　

年
７

１６

２１

１８

月　

日
２０

■対
 

平
成　

年
７
月
１
日
現
在
、
市
内
に
１

１６

年
以
上
在
住
し
て
い
る
満　

歳
以
上
の
方

２０

※
市
職
員
、
市
議
会
議
員
、
市
の
審
議
会

等
の
委
員
を
除
く

■定
 

２
人
（
書
類
審
査
に
よ
る
選
考
）

■申
 

６
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
Ａ
４
サ
イ

２５

ズ
の
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

「
女
性
団
体
・
グ
ル
ー
プ
名
簿
」

掲
載
希
望
団
体

八
潮
市
青
少
年
問
題

協
議
会
委
員

電
話
番
号
・
志
望
動
機
を
明
記
の
う
え
、

社
会
福
祉
課
（
�
◯内
 

３
１
６
・
８
２
２
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

�
　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授

業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

■内
 

▼
教
養
学
部
＝
全
科
履
修
生
／
選
科
履

修
生
／
科
目
履
修
生
▼
大
学
院（
文
化
科
学

研
究
科
）
＝
修
士
科
目
生
／
修
士
全
科
生

①
平
成　

年
度
第
２
学
期
学
生（　

月
入
学
）

１６

１０

募
集
期
間
＝
６
月　

日
〜
８
月　

日

１５

３１

②
平
成　

年
度
大
学
院
修
士
全
科
生

１７

募
集
期
間
＝
９
月
１
日
〜　

日
１４

■問
 

放
送
大
学
東
京
足
立
学
習
セ
ン
タ
ー
�

　

＝
５
２
４
４
＝
２
７
６
０
・
ホ
ー
ム
ペ

０３ー
ジhttp://w

w
w
.u-air.ac.jp/hp

�
　

国
税
に
関
す
る
調
査
や
指
導
な
ど
の
事

務
を
行
う
税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
る
と
、
税
務
大
学
校
地
方
研

修
所
に
入
校
し
、約　

カ
月
間
の
研
修
後
、

１３

税
務
署
な
ど
に
お
い
て
国
税
の
賦
課
･
徴

収
等
の
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

■対
 

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

年
４
月

５９

６２

１
日
生
ま
れ
の
方

■内
 

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
試
験
※
第
１
次

試
験
＝
９
月
５
日
�
、
第
２
次
試
験
＝　
１０

月　

日
�
〜　

日
�
の
う
ち
１
日

１４

２１

■申
 

６
月　

日
か
ら　

日
（
消
印
有
効
）
ま

２２

２９

で
に
人
事
院
関
東
事
務
局
（
�
０
４
８
＝

７
４
０
＝
２
０
０
６
）
へ
申
込
書
を
提
出

■問
 

越
谷
税
務
署
総
務
課
�
９
６
５
＝
８
１

１
１ 放

送
大
学
の
学
生

税
務
職
員
（
税
務
大
学
校
生
）

不用品あっせんコーナー

◆募集・学童保育臨時指導員／■日 ７月２１日�～８月３１日�、午前８時３０分～午後６時のうち８時間（土・日・祝日は除く）／■場 市立学童保育所／■対 保
育士または教員資格の取得を目指している学生／■内 小学校低学年の学童保育の補助／■費 時給８５０円／■定 ５人（面接有）／■申 ６月３０日（必着）までに、履
歴書（写真貼付）を児童障害課（�◯内 ３１４）へ持参または郵送

おしらせHOTコーナー　案内・募集

情報公開制度・個人情報保護制度情報公開制度・個人情報保護制度

■問 総務人事課�◯内 ４５４

　情報公開制度は、市が持っている情報を市民の皆さんの求めに応じて公開するも
のです。
　なお、平成１５年度の運用状況については表１・２のとおりです。

　個人情報保護制度は、「請求に応じて本人にその自己情報を開示・訂正・消去し、
利用・提供を中止すること」、「市が保有している個人情報を適正に取り扱うこと」
を定めた制度です。
　なお、平成１５年度の運用状況については、表３・４のとおりです。

　平成１５年度のそれぞれの実施状況をお知らせします。

情報公開制度の実施状況

表１　請求・申出の受付件数および処理件数�

区 分 �

請 求 �１９件�１９件�３件�１５件�１件� ０件�

申出�１２件�１１件�０件�１１件�０件� １件�

合計�３１件�３０件�３件�２６件�１件� １件�

受付�
件数�

処理�
件数�

公開決定�

公開�部分公開�

非公開
決　定�取下げ等�

請求市内在住の方や、市内に在
勤・在学されている方または市
内に事務所・事業所を有する個人
および法人その他の団体の方か
ら情報の公開請求があった場合
申出「請求」以外の方が、情報
の公開を求める場合や公文書公
開条例施行日前（平成６年４月
１日）に作成・取得した情報に
ついて公開を求める場合

個人情報保護制度の実施状況

区分� 受付件数�処理件数� 開示� 部分開示�非 開 示 �取下げ等�

開示請求� １３件� １３件� １０件� ２件� １件� ０件�

表３　開示請求件数および処理状況�

表４　個人情報開示等請求受付処理簿�

開示請求のあった個人情報の名称または内容�
印鑑登録証明書発行履歴書�
印鑑登録証明書発行履歴書�
火災についての実況見分調書・火災調査書・火災原因判定書�
戸籍謄抄本等請求書�
印鑑登録証明書発行履歴書�
印鑑登録証明書発行履歴書�
診療報酬明細書（老人保健）�
住民票等請求書�
印鑑登録証明書発行履歴書�
印鑑登録証明書発行履歴書�
住民票等請求書および戸籍謄抄本申請書�
印鑑登録証明書発行履歴書�
診療報酬明細書（国民健康保険）�

決定内容�
開 示
開 示
部分開示�
非 開 示 �
開 示
開 示
開 示
部分開示�
開 示
開 示
開 示
開 示
開 示

表２　情報公開制度の請求・申出内容の概要�
○公開、△一部公開、×非公開、●取下げ�

△�
△�
△�
△�
△�
△�
●�
△�
△�
△�
△�
△�
○�
△�
△�
△�
△�
△�
△�
△�
△�

△�
○�

×�
○�

△�

△�

△�

△�

△�

△�

請求�

請求�

申出�

申出�

申出�

申出�

申出�

請求�

申出�

申出�

申出�

請求�

請求�

請求�

請求�

請求�

請求�

請求�

請求�

申出�

請求�

申出�

請求�

請求�

請求�

申出�

申出�

請求�

請求�

請求�

請求�

平成１３年度市長選及び市議選の選挙費用報告�
選挙運動用ポスターに関する文書�
平成１５年度町会・自治会長名簿�
平成１５年度町会・自治会長名簿�
平成１４・１５年度○○建設の契約内容�
平成１５年度町会・自治会長名簿�
平成１５年３月２７日の議長公用車運転日誌�
平成１５年度町会・自治会長名簿�
平成１２・１３年度○○建設の契約内容�
平成１５年度町会・自治会長名簿�
平成１５年度町会・自治会長名簿�
平成１５年度町会・自治会長名簿�
最新年度一般廃棄物処理計画�
平成１５年度町会・自治会長名簿�
八潮市立だいばら児童館整備工事に係る契約書�
市が加入している任意の自動車保険の保険証券および付属明細書�
市が加入している任意の自動車保険の保険証券および付属明細書�
市が加入している任意の自動車保険の保険証券および付属明細書�
市が加入している任意の自動車保険の保険証券および付属明細書�
平成１５年２月１５日契約の生徒用可動式机・イスの入札結果（契約書）�
住基ネット関連を含む株式会社○○との契約書�

平成１５年度八潮市リサイクルプラザオペレータ等業務委託契約書
および入札業者一覧�

平成１４・１５年度政務調査費支出明細書（自民クラブ・公明党・共産党
・民主党）�

市長交際費明細（平成１３・１４・１５年度分）�
議長交際費明細（平成１３・１４・１５年度分）�

保育所職員、学童保育所職員の細菌検査および保育所園児ぎょう
虫卵・細菌検査の検査契約書�

八潮市立小・中学校の学校保健法による児童・生徒のぎょう虫卵
・細菌検査の検査契約書�

東南部企画調整連絡会議（政策研究部会）に関する文書�
市長交際費の執行基準�

平成１１年から平成１６年の間の市が発注した公共事業（工事・修繕
関係）の契約書（随意契約を含む）�

平成１１年から平成１６年の間の教育委員会が発注した公共事業（工
事・修繕関係）の契約書（随意契約を含む）�

※個人名および法人名を特定した請求・申出については、不利益を与えるおそれがあることから「〇〇」
と記載しました。�

決定内容�区分�件　　　　　　　名�

ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ｖ
・
ア
ン
テ
ナ
受
信
機
一
式（
無
料
）、ピ
ア
ノ（
３
万

円
）、タ
ン
ス（
５
千
円
）、洋
服
ダ
ン
ス（
５
千
円
）、折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド（
５
千

円
）、マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク（
１
万
円
）、子
ど
も
用
自
転
車（
千
円
）、鏡
台
イ
ス

付（
無
料
）、子
ど
も
用
イ
ス（
３
千
円
）、自
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ベ
ッ
ド（
無
料
）

電
話
器

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、
当
事
者
間
で
解
決
い
た
だ
き
、
市
は
責
任
を
負
い

か
ね
ま
す
。 

■問
 

商
工
振
興
課
�
◯内
 

３
３
６
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（７）　　広報　　　　　№６４３ 

（
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
）※
指
揮
者
＝
リ
オ
ー

ル
・
シ
ャ
ン
バ
ダ
ー
ル
／
■費
 

Ｓ
席
７
０
０
０

円
、Ａ
席
６
０
０
０
円
、Ｂ
席
５
０
０
０
円
、

学
生
席（
Ｂ
席
の
み
）３
０
０
０
円
※
未
就

学
児
の
入
場
は
不
可
／
■問
 

サ
ン
シ
テ
ィ
越

谷
市
民
ホ
ー
ル
�
９
８
５
＝
１
１
１
２　

�男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
「
三
郷
市

の
つ
ど
い
」

■日
 

６
月　

日
�
、
①
午
後
１
時　

分
〜
②

２６

３０

午
後
２
時
〜
／
■場
 

鷹
野
文
化
セ
ン
タ
ー（
Ｊ

Ｒ
武
蔵
野
線
三
郷
駅
か
ら
金
町
駅
行
き
バ

ス
で
「
八
木
郷
橋
」
下
車
徒
歩
４
分
）
／

■内
 

①
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
市
立
高
州
東
小

学
校
合
唱
団
）
②
講
演
「
今
、
結
婚
し
な

い
の
は
な
ぜ
？
」
※
講
師
＝
板
本
洋
子
さ

ん
（
日
本
青
年
館
結
婚
相
談
所
所
長
）
／

■定
 

２
９
８
人
（
申
込
順
）
※
託
児
（
２
歳

〜
就
学
前
、
要
予
約
）、
手
話
通
訳
あ
り
／

■問
 

三
郷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
室
�
９
５

３
＝
１
１
１
１ 三

郷
市

�八
坂
祭
り
・
朝
顔
市

　

吉
川
市
を
代
表
す
る
夏
祭
り
で
す
。

■日
 

７
月　

日
�
、
①
午
前
８
時
〜　

時
ご

１８

１１

ろ
（
朝
顔
市
）
②
午
後
８
時
〜
９
時
ご
ろ

（ 
神
輿 
の
競
演
）
／
■場
 

い
ち
ょ
う
通
り

み
こ
し

（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
吉
川
駅
北
口
下
車
徒
歩

約　

分
）
／
■内
 

①
朝
顔
市
＝
朝
顔
や
ほ
お

１０
づ
き
な
ど
を
手
ご
ろ
な
値
段
で
販
売
② 
神 み

 
輿 
の
競
演
＝
夜
空
に
向
か
っ
て

こ
し

 
神  
輿 
を
放

み 

こ
し

り
上
げ
る
光
景
は
迫
力
満
点
／
■問
 

よ
し
か

わ
観
光
協
会
（
吉
川
市
商
工
課
内
）
�
９

８
２
＝
９
４
７
６

�ベ
ル
リ
ン
交
響
楽
団
公
演

■日
 

７
月
４
日
�
、
午
後
３
時
開
演
／
■場
 

サ

ン
シ
テ
ィ
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
南
越
谷
駅
南

口
下
車
徒
歩
３
分
）
／
■内
 

エ
グ
モ
ン
ト
ｏ

ｐ　　

序
曲（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）、交
響
曲

 .
８４

第
９
番
ホ
短
調
新
世
界
よ
り
ｏ
ｐ　　

ほ
か

 .
９５

吉
川
市

越
谷
市

ラ
（
東
武
伊
勢
崎
線
北
越
谷
駅
東
口
か
ら

エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で「
中
央
公
民
館
前
」

下
車
）
／
■内
 

無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
第
６
番

ニ
長
調（
バ
ッ
ハ
）、ポ
ラ
ン
の
広
場（
宮
沢

賢
治
）、浜
辺
の
歌（
成
田
為
三
）ほ
か
※
出

演
＝
渡
部
宏（
チ
ェ
ロ
）、小
野
哲
也（
ピ
ア

ノ
）
／
■費
 

全
席
指
定
３
５
０
０
円
※
未
就

学
児
の
入
場
は
不
可
／
■問
 

�
松
伏
町
ふ
る

さ
と
文
化
財
団
�
９
９
２
＝
１
０
０
１

�朝
顔
市

■日
 

７
月
４
日
�
、
午
前
７
時
〜
／
■場
 

草
加

松
原
遊
歩
道
（
東
武
伊
勢
崎
線
松
原
団
地

駅
下
車
東
口
徒
歩
３
分
）
／
■内
 

市
内
の
園

芸
農
家
な
ど
で
栽
培
さ
れ
た
赤
、
白
、
紫

な
ど
の
大
輪
の
朝
顔
１
６
０
０
鉢
が
、
市

価
よ
り
２
〜
３
割
安
の
１
鉢
１
５
０
０
円

で
販
売
。
市
内
で
採
れ
た
新
鮮
野
菜
や
花

弁
も
同
時
販
売
／
■問
 

草
加
市
観
光
協
会
事

務
局
（
産
業
振
興
課
内
）
�
９
２
２
＝
０

１
５
１
◯内
 

３
６
６
３

草
加
市

　

近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

�エ
ロ
ー
ラ
の
ゴ
ー
シ
ュ
・
チ
ェ
ロ
奏
鳴
曲

〜
渡
部
宏
チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
〜

　

岩
手
県
出
身
の
チ
ェ
リ
ス
ト
・
渡
部
宏

さ
ん
に
よ
る
お
話
を
交
え
た
コ
ン
サ
ー
ト

■日
 

７
月　

日
�
、
午
後
２
時
開
演
（
１
時

１７

　

分
開
場
）
／
■場
 

田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー

３０

松
伏
町

っ
て
み
た
い
な

な
り
ま
ち

■問
 

広
聴
広
報
課
�
◯内
 

４
２
３

 

八　

條 

杉
村　

知
香

藤
房
の
紫
こ
ぼ
す
風
一
陣

 

緑
町
五 

村
田　

恭
子

若
者
の
白
い
綿
シ
ャ
ツ
黄
蝶
飛
ぶ

 

八　

條 

加
藤　

龍
子

海
老
蔵
の
襲
名
に
酔
う
五
月
か
な

 

鶴
ヶ
曽
根 

平
本　

愛
子

仏
壇
に
初
夏
を
彩
る
混
ぜ
ご
は
ん

 

木
曽
根 

小
倉　

義
孝

白
き
足
ま
ぶ
し
く
眺
む
衣
替
え

 

木
曽
根 

古
根　

昌
明

布
団
干
し
妻
ハ
ミ
ン
グ
す
五
月
晴
れ

 

鶴
ヶ
曽
根 

和
田　

秀
夫

五
月
雨
の
画
廊
静
か
に
老
婦
人

 

八
潮
七 

石
井　

忠
枝

宙
返
り
ま
た
宙
返
り
初
つ
ば
め

 

緑
町
五 

藤
波　

ふ
み

新
緑
の
風
と
い
っ
し
ょ
に
孫
帰
る

 

伊　

草 

井
上　

進
寿

笛
鳴
れ
ば
三
社
祭
り
の
町
に
な
る

 

大
曽
根 

横
山　

英
道

連
休
や
寒
冷
前
線
通
過
中

 

七
丁
目 

小
倉　

孝
義

大
阪
の
迷
う
地
下
街
薄
暑
か
な

�
　

水
溜
り
に　
　

南
後
谷　

岡
本　

キ
ミ

雨
が
上
が
っ
て

雲
の
切
れ
間
か
ら
陽
が
差
し
て
い
る

空
地
の
水
溜
り
に
は

 
雀 

す
ず
め

や 
椋  
鳥 
が 
沐  
浴 
を
し
に
や
っ
て
く
る

む
く 

ど
り 

も
く 
よ
く

羽
根
を
広
げ
、
水
を
は
じ
き

身
繕
い
を
し
て
は
空
へ
は
ば
た
い
て
い
く

ふ
と
水
音
が
し
た

ふ
り
向
く
と
、
夏
み
か
ん
の
実
が
落
ち

風
が
こ
ろ
が
し
て
い
っ
た

木
の
枝
に
は
白
い
花
が

新
し
く
咲
き
は
じ
め
て
い
る

（
評
）
雨
上
が
り
の
よ
う
す
が
、
さ
わ
や

か
に
き
め
細
か
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

�
 

鶴
ヶ
曽
根　

斉
藤　

初
子

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
り
ま
と
い
て
夜
の
客

　

詩

　

俳
句

呉
美
代
選�

文
芸
欄�

文
芸
欄�

 

二
丁
目 

加
藤
美
恵
子

古
書
店
の
軽
き
ほ
こ
り
や
夏
隣
り

 

二
丁
目 

秋
元　

柳
子

栗
の
花
ま
だ
に
お
わ
ず
に
霧
の
中

 

二
丁
目 

の
ぶ
し
ろ
う

陽
を
透
す
青
葉
の
か
げ
の
深
緑

 

二
丁
目 

影　

法　

師

�
薬
に
我
が 
娘 
の
姿
重
ね
み
る

こ

 

二
丁
目 

　

み
ち
く
さ

ス
ミ
レ
咲
き
ズ
カ
の
舞
台
を
懐
か
し
み

 

大
曽
根 

根
岸
佐
代
子

ラ
ン
ド
セ
ル
背
中
に
な
じ
む
一
年
生

 

大
曽
根 

藤
郷
千
代
子

子
ら
走
る
水
走
り
来
る
五
月
晴
れ

 

垳 

森
田
ヱ
ミ
子

桃
の
里
ピ
ン
ク
の
雲
に
包
ま
れ
る

�
 

鶴
ヶ
曽
根 

斉
藤　

京
子

桜
舞
う
富
士
の
裾
野
に
遊
ぶ
れ
ば

　
　
　

遠
く
に
見
ゆ
る
牛
の
草
生
む

 

木
曽
根 

高
谷　

多
門

病
む
友
も
逝
く
友
も
あ
り
一
合
の

　
　
　

焼
酎
夜
半
に
苦
く
残
れ
り

　

短
歌

 

鶴
ヶ
曽
根 

斉
藤　

道
子

さ
り
気
な
く
席
譲
り
く
れ
し
若
き
人

　
　
　

は
に
か
む
如
く
ピ
ア
ス
の
揺
れ
て

 

南
川
崎 

松
谷　

永
子

新
緑
の
桜
葉
わ
た
る
風
の
音

　
　
　

ザ
ワ
ワ
ザ
ワ
ワ
と
我
が
身
に
語
る

 

南
川
崎　

小
野
塚
喜
代
子

年
毎
に
椿
の
花
を
賞
で
し 
姑 はは

　
　
　

手
折
り
て
帰
る
面
影
の
立
つ

 

南
後
谷 

杉
村　

セ
ツ

綾
瀬
川
水
は
淀
み
て 
水  
鳥  
集 
ら
ず

と 

り 

よ

　
　
　

路
榜
の
花
に
心 
和 
ま
す

な
ご

 

中
央
一 

猪
瀬　

利
助

梅
雨
空
に
映
え
て
鮮
や
か
紫
陽
花
の

　
　
　

色
変
わ
り
行
く
七
変
化
の
業

 

二
丁
目 

田
中　

祐
子

鉢
植
え
の
薔
薇
の
蕾
を 
啄 
み
て

つ
い
ば

　
　
　

小
鳥
は
素
早
く
庭
を
飛
び
立
つ

 

木
曽
根 

寺
井　

時
子

可
憐
な
る
花
よ
り
土
に
底
知
れ
ず

　
　
　

深
く
根
を
張
る
雑
草
が
好
き

 

八　

條 

種
村　

幸
子

戦
車
ゆ
く
そ
の
跡
ゆ
っ
く
り
ラ
ク
ダ
行
く

　
　
　

イ
ラ
ク
の
民
の
悲
し
み
思
う

≪６月は環境月間です！！≫
かけがえのない「地球」を守りましょう。
　今日の環境問題は、地球温暖化などの地球規模の問題か
ら廃棄物・リサイクル対策など身近な問題に至るまで、私
たちの日常生活や事業活動に深く関わっています。
　環境省では、このような環境問題を根本的に解決する新
しい社会のデザインとして「地球と共生する『 環 の国』日

わ

本」を提唱しています。この「環の国」づくりには、私た
ち一人ひとりが環境に対する意識を高め、ライフスタイル
や事業活動のあり方を見直し、できることから少しずつ実
践していくことが重要です。
　このような中、本市でも現在、環境マネジメントシステ
ムを構築し「ＩＳＯ１４００１」の認証取得に向け、職場環境
の改善に取り組んでいます。

エコライフ・エコオフィス運動

・ ムダな電気は消し、省エネルギーに心がけましょう。
・ ムダな水道は止め、省資源に努めましょう。
・ 資源を大切にし、ゴミの量を減らしましょう。
・ 環境に配慮した商品を使用、購入しましょう。
・ 公共交通機関を利用しましょう。
・ アイドリング・ストップを実施しましょう。
・ 生活雑排水や工場排水に気を付け、川をきれいにしま　
　　　しょう。
・ 自然に触れ、家庭や職場に緑を取り入れましょう。
・ 地域や地球全体のことを考えて行動しましょう。
※アイドリング・ストップとは、　駐停車中の「アイドリング」をやめ
ることで、「埼玉県生活環境保全条例」で義務付けられています。
■問 環境課�◯内 ３３８・４７８、県東部環境管理事務所越谷支所
�９６６－２３１１

◎
国
保
税
は
世
帯
主
に
課
税

　

国
保
税
は
、
世
帯
主
に
課
税
さ
れ
、
そ

の
家
族
の
中
で
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

の
所
得
や
固
定
資
産
税
額
を
基
礎
に
し
て

計
算
し
ま
す
。

　

ま
た
、
世
帯
主
が
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
て
も
、
家
族
の
方
が
国
保
に

加
入
し
て
い
れ
ば
擬
制
世
帯
と
し
て
扱
い
、

国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
主
あ
て
に

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
場
合
、
世
帯
主
の
所
得
や
固
定
資
産

税
額
は
、
国
保
税
の
課
税
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

※
擬
制
世
帯
主
の
場
合
、
国
保
世
帯
主
の

変
更
が
可
能
に

　

国
保
税
を
納
め
る
義
務
は
世
帯
主
に
あ

り
ま
す
が
、
世
帯
主
が
国
保
の
加
入
者
で

な
い
場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
被
保

険
者
で
あ
れ
ば
、
国
保
上
の
世
帯
主
と
し

て
変
更
で
き
ま
す
。

◎
国
保
税
は
月
割
で
計
算

　

国
保
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
国

保
加
入
者
の
状
況
を
も
と
に
計
算
し
ま
す
。

４
月
２
日
以
降
に
国
保
に
加
入
し
た
り
、

国
保
を
脱
退
し
た
場
合
の
国
保
税
は
、
加

入
し
て
い
る
期
間
に
応
じ
て
月
割
で
計
算

し
ま
す
。

国
保
に
加
入
し
た
と
き

加
入
し
た
そ
の
月
か
ら
の
期
間

国
保
を
脱
退
し
た
と
き

脱
退
し
た
月
の
前
月
ま
で
の
期
間

※
国
民
健
康
保
険
税
額
は
、所
得
割
・
資
産

割
・
平
等
割
・
均
等
割
の
４
方
式
に
よ
り
算

出所
得
割
と
は
…
前
年
度
の
所
得
に
対
し
て

税
率
８
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
を
掛
け
た
金
額
。

世
帯
主
以
外
に
、
被
保
険
者
で
所
得
が
あ

れ
ば
す
べ
て
合
算

資
産
割
と
は
…
固
定
資
産
税
額
に
対
し
て

税
率　

パ
ー
セ
ン
ト
を
掛
け
た
金
額

２３

平
等
割
と
は
…
一
世
帯
に
対
し
て
１
万
９

０
０
０
円

均
等
割
と
は
…
被
保
険
者
の
人
数
に
１
万

９
０
０
０
円
を
掛
け
た
金
額

◎
介
護
保
険
料
分
は
国
保
税
に
上
乗
せ

　

平
成　

年
度
か
ら
、
介
護
保
険
の
第
２

１２

号
被
保
険
者
（　

歳
か
ら　

歳
ま
で
）
に
、

４０

６４

介
護
保
険
料
に
相
当
す
る
額
（
介
護
納
付

金
）
を
国
保
税
に
上
乗
せ
し
て
課
税
し
て

い
ま
す
。

※
介
護
納
付
金
は
、
所
得
割
・
均
等
割
の

２
方
式
に
よ
り
算
出

所
得
割
と
は
…
前
年
度
の
所
得
に
対
し
て

税
率
１
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
を
掛
け
た
金
額

均
等
割
と
は
…
第
２
号
被
保
険
者
（　

歳
４０

か
ら　

歳
ま
で
）
の
人
数
に
５
０
０
０
円

６４

を
掛
け
た
金
額

★
国
保
税
を
滞
納
す
る
と
、
資
格
証
明
書

の
交
付
対
象
に

　

保
険
税
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
国
民

健
康
保
険
証
に
替
え
て
資
格
証
明
書
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
資
格
証
明

は
、
国
保
の
被
保
険
者
の
資
格
を
証
明
す

る
だ
け
の
も
の
で
、
医
療
機
関
で
診
察
や

治
療
を
受
け
る
と
き
は
、
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

■問
 

国
保
年
金
課　

資
格
得
喪
係
�
◯内
 

８
２

８
、
保
険
給
付
係
�
◯内
 

２
１
４
、
賦
課
徴

収
係
�
◯内
 

８
３
５

安
心
の
た
め
の
助
け
合
い
！

国
民
健
康
保
険

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制
度
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
の
相
互
扶
助
の
考
え
方

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
加
入
者
（
被
保
険
者
）
の
皆
さ
ん
が
納
め

る
国
保
税
は
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
の
大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

おしらせHOTコーナー

っ
て
み
た
い
な

な
り
ま
ち

行
と
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